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学習会

講
日
式
日
回

年
3
講
9
1

青
月
開
月
第

　
7

▽
俳
句

家庭教育講座

7月25日　午後7時半
　「父親の役割り」

講師　小林稔さん

　
半
」
ん

　
時
界
さ

　
7
世
実

座
後
の

講
午
譜
橋

養
　
雪
高

教
日
越

民
15
北
師

村
月
「
講

　
7

婦人教養講座

7月29日　午後1時半
　r育児について」
講師　池田　清さん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
広
田
タ
マ
子

今
日
一
日

　
　
　
無
為
に
過
ご
せ
し
悔
い
も
ち
て

　
　
　
　
さ
め
し
湯
舟
を
長
く
離
れ
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
美
紗

子
ら
去
き
て
夫
と
二
人
の
長
き
夜
を

　
　
　
　
言
葉
少
な
く
茶
を
畷
り
合
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
広
田
真
津

閉
ざ
さ
れ
し
心
を
開
ら
く
す
べ
な
く
て

七
月
の
休
日
急
救
医

○
新
潟
県
方
言
辞
典
○
新
潟
県
の
民
謡

○
良
寛
の
生
涯
と
逸
話
○
ナ
イ
ル
に
死

す
○
神
の
汚
れ
た
手
（
上
・
下
巻
）
○

中
禅
寺
湖
心
中
事
件
○
単
位
の
情
熱
○

千
利
休
と
そ
の
妻
た
ち
○
大
関
松
三
郎

の
四
季
○
龍
馬
暗
殺
○
何
で
も
見
て
や

ろ
う
○
天
平
の
蓑
○
い
び
つ
な
日
本
人

○
ジ
ー
ン
ズ
の
平
家
た
ち
○
金
閣
炎
上

○
天
下
大
乱
を
行
く
○
ド
イ
ツ
的
発
想

と
日
本
的
発
想
○
ザ
・
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ

O
聖
職
の
碑
○
新
聞
記
者
○
八
○
年
代

男
は
ど
う
生
き
る
か
○
日
本
の
教
育
○

教
育
革
命
の
時
代
○
死
海
の
ほ
と
り
○

同
時
代
ゲ
ー
ム
○
長
安
か
ら
河
西
回
廊

へ
○
楊
貴
妃
伝
○
ル
ー
ツ
（
下
）
○
同

日
同
刻
○
息
子
が
試
験
に
落
ち
た
日
○

越
後
の
山
旅
（
上
・
下
巻
）
○
破
局
に

備
え
る

一
沫
の
不
安
花
桐
空
に
溶
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
深
雪

蜜
柑
花
風
に
異
る
瀬
の
音
色

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
泥
児

早
苗
田
に
雨
朝
か
ら
の
茶
椀
酒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
　
泉

天
翔
け
る
は
や
ぶ
さ
藤
は
地
へ
垂
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
涼
子

中
里
文
芸
六
月
投
稿

　
　
鎮
も
る
部
屋
に
花
を
生
け
や
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
　
ケ
ン

う
っ
す
ら
と
雲
散
る
朝
の
地
平
線

　
　
今
日
も
張
切
り
店
に
立
ち
入
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
涌
井
　
タ
カ

七
月

二
七

二
〇 三 六

日 日 日 日
（日） （日） （日） （日）

池 津 至 水 上 千
田 南 誠 沢 村 手

（電）医

二院
1

（電）病

五院
1

庵）堂

二医
1院

1電）診

八遼
1所

（電）病

二院
一

庵）診

九療
1所

二本
五町
三大
一割

三
二
西

一
一
土
○
市

一　田

一中
二
〇
中 川

八西 六野 七浦
＿　一

二第 三央西
一　　　　　　　一

一 六東 九三 四町町

上
村
病
院
は

救
急
指
定
病
院　　1
で“

鳶§

田
植
唄
保
存
の
話
生
れ
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
栄
　
山

鼻
唄
で
小
草
む
し
れ
ば
散
る
桐
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
玉
泉

紫
陽
花
に
喜
憂
の
ひ
と
日
暮
れ
ん
と
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
独
　
山

▽
短
歌

満
開
の
藤
を
背
負
い
て
耐
ゆ
る
樹
の

　
　
　
か
な
し
み
も
聞
く
信
濃
川
べ
り

壷・

人
生
往
来

◎
産
声

　
氏
　
名
　
　
　
父
の
名

吉
楽
絵
美
　
　
勉

南
雲
　
堅
介
　
　
秀
　
夫

村
山
智
枝
子
　
　
民
　
治

廣
田
菜
穂
子
　
　
公
　
男

樋
口
麻
哉
　
正
勝

樋
口
美
千
枝
　
　
源
和

鈴
木
美
穂
　
　
正

山
本
　
真
弓
　
　
正
　
則

◎
高
砂
｛
翻
糊
轄
（（
壽

翻
脚
塞
　

葎下白干干田堀宮部
　　羽　　　 之
沢山毛溝溝沢内中落

田
　
代

津
南
町

堀
之
内

＋
日
町

姜
呈
思
を
あ
り
が
と
う

◎
桔
梗
原
の
樋
口
政
一
さ
ん
は
、
故
母

マ
ス
さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
で
二
万
円

を
村
の
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
附
さ
れ

ま
し
た
。

◎
荒
屋
の
富
井
ヨ
ネ
さ
ん
は
、
故
夫
虎

好
さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
二
万
円
を

村
の
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
附
さ
れ
ま

し
た
。

｛
翻

｛
翻

｛
翻

。
娯

根
津
新
太
郎

吉
楽
角
太
郎 高

橋
　
正
文
（
毛
）
新
　
里

竹
藤
八
代
江
（
一
…
芋
　
川

南
雲
　
市
郎
（
＝
…
堀
之
内

太
田
　
菊
江
（
宝
）
十
日
町

村
山
　
　
守
（
三
）
程
　
島

富
井
よ
し
み
（
茜
）
市
之
越

小服金根山樋富
柳部子津本口井
善弘つハ　マ虎
作平なツ勲ス好

年
令

（
七
八
）

（
全
）

（
七
六
）

（
九
。
）

（
美
）

（
八
五
）

（
八
三
）

（
奎
V

（
八
七
）

荒宮芋部

屋中川落

桔
梗
原
葎
沢
芋
川
干
溝

小
　
原

如
来
寺

一r痴
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私たちの村
人　口 7，157（一10）

男 3，547（一11）

女 3，610（＋1）

世帯数 1，650（一3）

野

5月31日現在
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　発行所
新潟県中魚沼郡

中里村公民館

毎月1回25日
定価　1部　5円
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　去る20日、村民教養講座r中里
村の植物」の野外学習が行なわれ
ました。参加者20名はスカイライ
ンの自然の中で“のびのび学習”
　熱心にメモをとる人。カメラを
むける人。想い出の花？トキソウ
との出合いに感激する人……。
　みんなで採集した野草の試食会
が更に楽しみをそえた学習会でし
た。それと、ぶなのよせ植えの成
長が楽しみです。

楽しい学習会でした

中里村の植物講座
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1
倉
俣
小
i

　
　
　
少
年
野
球
大
会
で
優
勝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
越
大
会
へ
あ
と
一
歩

　
小
学
生
四
～
六
年
生
を
対
象
と
し
た
　
　
　
　
　
田
沢
A
n
1
4
貝
野

少
年
野
球
大
会
が
去
る
十
五
日
、
鷹
ノ
　
　
　
　
　
倉
俣
　
14
－
2
田
沢
B

し
ま
っ
た
高
道
山
小
チ
ー
ム
を
除
く
四

チ
ー
ム
が
参
加
。
山
本
和
則
君
（
田
沢

小
）
の
力
強
い
選
手
宣
誓
の
後
、
柳
公

民
館
長
の
始
球
式
で
プ
レ
ー
ボ
ー
ル
。

　
日
頃
、
試
合
経
験
が
少
な
い
こ
と
も

あ
っ
て
か
選
手
達
は
少
々
あ
が
り
ぎ
み

で
し
た
が
、
そ
れ
で
も
元
気
一
杯
の
プ

灘
鷲
継
繋
懸
懲
嚢
鱒
駿

村
民
登
山
参
加
者
募
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
清
津
山
の
会
－

　
清
津
山
の
会
で
は
今
年
の
村
民
登
山
　
　
◎
経
費
　
一
人
一
万
円
。

を
次
の
通
り
計
画
し
、
参
加
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

◎
期
日
　
7
月
19
～
20
日

　
　
　
　
　
　
　
（
山
小
屋
一
泊
）

◎
コ
；
ス
　
田
沢
↓
（
バ
ス
）
猿
倉
↓

　
臼
馬
尻
↓
大
雪
漢
↓
白
馬
岳
（
一
泊
）

　
　
　
　
　
　
　
　
下
山
は
同
コ
ー
ス

◎
申
し
込
み
〆
切
　
7
月
12
日

◎
参
加
申
し
込
み
は
次
の
い
ず
れ
か
へ
。

　
　
富
井
吉
三
　
田
中
　
電
二
八
一
〇

　
　
井
之
川
求
　
上
山
　
電
二
二
一
五

　
　
鈴
木
一
男
　
倉
俣
　
電
八
五
一
四

◎
募
集
人
員
　
先
着
四
十
名
。

　
一
．
一
位
決
定
戦

　
　
貝
野
　
－o

優
勝
決
定
戦

　
　
倉
俣
　
2
1

こ
の
結
果
、

2
田
沢
B

3
田
沢
A

　
　
　
　
　
　
倉
俣
チ
ー
ム
は
、
中
越

大
会
へ
の
出
場
権
を
か
け
、
．
一
十
二
日

の
郡
大
会
に
出
場
。
下
船
渡
小
で
行
な

成
人
式

　
当
日
参
加
も
で
き
ま
す

　
今
年
の
成
人
式
は
七
月
十
六
日
に
総

合
セ
ン
タ
ー
で
行
な
わ
れ
ま
す
。

　
今
年
の
対
象
者
は
昭
和
三
十
四
年
四

わ
れ
た
こ
の
大
会
に
は
津
南
六
、
川
西

一
、
倉
俣
チ
ー
ム
の
八
チ
ー
ム
が
参
加
。

　
倉
俣
チ
；
ム
は
、
上
郷
小
に
勝
っ
た

も
の
の
三
箇
、
外
丸
チ
ー
ム
に
惜
敗
し

ま
t
た
が
、
四
位
と
な
る
健
闘
を
み
せ

ま
し
た
。

月
一
日
～
、
二
十
五
年
四
月
二
日
ま
で
に

生
れ
た
方
で
す
。
す
で
に
各
部
落
の
嘱

託
員
さ
ん
を
通
じ
て
出
席
の
希
望
を
と

っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
当
日
参
加
も

で
き
ま
す
の
で
、
多
く
の
方
々
が
出
席

さ
れ
ま
す
よ
う
係
で
は
望
ん
で
い
ま
す
。

家
族
揃
っ
て
楽
し
い
　
日

　
　
　
　
　
8
月
2
4
日
は
村
民
体
育
祭

水を大切に使いましょう

8月1日～7日
　　　　　「水の週間」

夏
で
す
。
ど
う

し
て
も
水
を
多
く

使
う
季
節
で
す
。

で
も
夏
場
は
渇
水

の
時
期
。
水
き
き

ん
に
見
舞
わ
れ
る

と
水
源
地
の
ダ
ム

等
は
水
が
少
く
な
り
、
供
給
不
能
と
い

う
深
刻
な
問
題
が
発
生
し
ま
す
。

　
私
達
ひ
と
り
ひ
と
り
が
日
頃
か
ら
水

の
む
だ
使
い
を
な
く
す
こ
と
が
な
に
よ

り
も
大
切
な
こ
と
で
す
。
み
な
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

旧
陸
海
軍
看
護
婦

　
　
実
態
調
査
に
つ
い
て

　
厚
生
省
援
護
局
で
は
こ
の
た
び
、
か

つ
て
陸
海
軍
看
護
婦
と
し
て
勤
務
さ
れ

た
皆
さ
ん
に
つ
い
て
、
そ
の
実
態
調
査

を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
も
と
陸
海
軍
看
護
婦
で
あ
っ

た
人
達
の
履
歴
資
料
や
各
種
の
記
録
は

戦
災
や
終
戦
の
混
乱
な
ど
の
た
め
、
現

在
、
国
に
も
地
方
公
共
団
体
に
も
残
さ

れ
て
い
な
い
た
め
、
こ
の
調
査
を
行
う

も
の
で
す
。

調
査
対
象
者
　
調
査
対
象
者
は
、
も
と

の
陸
海
軍
な
ど
の
病
院
な
ど
で
看
護
婦

長
、
看
護
婦
、
看
護
婦
生
徒
と
し
て
勤

務
し
て
い
た
人
で
す
。
た
だ
し
、
日
本

赤
十
字
社
の
救
護
看
護
婦
と
し
て
の
勤

務
だ
け
だ
っ
た
人
と
す
で
に
亡
く
な
ら

れ
た
人
は
除
か
れ
ま
す
。

調
査
方
法
　
　
「
旧
陸
海
軍
看
護
婦
実
態

調
査
票
」
を
社
会
課
窓
口
に
用
意
し
て

あ
り
ま
す
の
で
申
し
出
て
下
さ
い
。

調
査
期
閤
　
七
月
三
十
日
ま
で
。

亀
を
さ
が
し
て
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
1
南
保
育
所
ー

　
南
保
育
所
で
飼
育
し
て
い
た
四
匹
の

亀
の
う
ち
の
二
匹
が
最
近
散
歩
に
で
た

ま
ま
？
帰
っ
て
来
ま
せ
ん
。

　
心
当
た
り
の
あ
る
方
は
、
保
育
所
（

電
二
八
九
一
）
宛
ご
一
報
下
さ
い
。

　
子
供
た
ち
が
待
っ
て
い
ま
す
。
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国
民
年
金
加
入
者
の
皆
さ
ん
が
納
め

た
保
険
料
は
、
将
来
皆
さ
ん
が
、
年
金

を
受
け
取
る
と
き
の
財
源
（
年
金
積
立

金
）
と
し
て
、
大
蔵
省
の
資
金
運
用
部

に
い
っ
た
ん
預
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
年
金
積
立
金
は
、
加
入
者
や
、
年

金
受
給
者
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
福
祉
向

上
を
図
る
た
め
、
生
活
資
金
や
住
宅
建

築
資
金
の
貸
付
、
あ
る
い
は
市
町
村
な

ど
に
対
し
て
、
病
院
、
保
育
所
、
老
人

ホ
ー
ム
、
体
育
館
、
簡
易
水
道
な
ど
の

公
共
福
祉
施
設
の
建
設
資
金
に
融
資
さ

れ
て
い
ま
す
。
当
、
中
里
村
に
お
い
て

ご
存
知
で
す
か

年
金
積
立
金
の
使
い
み
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、も
　
年
金
積
立
金
の
融
資
を
受
け
て
、

「
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
」
　
「
東
田
尻
簡

易
水
道
水
源
改
良
」
　
「
南
保
育
所
」
等

数
多
く
村
民
の
皆
さ
ん
か
ら
広
く
利
用

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
又
、
昨
年
度

に
お
き
ま
し
て
は
、
宮
中
の
「
村
民
グ

ラ
ウ
ン
ド
」
も
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
国
民
年
金
は
た
だ
単

に
老
後
や
万
一
の
と
き
に
年
金
を
支
給

す
る
ば
か
り
で
な
く
、
私
達
の
社
会
を

よ
り
住
み
や
す
く
す
る
た
め
に
も
役
立

っ
て
い
る
制
度
で
す
。
こ
の
国
民
年
金

を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
た
め
に
は
、
私

達
一
人
一
人
の
理
解
と
協
力
が
な
に
よ

り
も
必
要
と
言
え
ま
し
ょ
う
。

　
　
（
村
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

　
　
事
業
費
　
　
一
八
、
三
六
六
千
円

　
　
補
助
金
　
　
　
三
、
〇
一
三
千
円

　
　
年
金
融
資
　
一
〇
、
七
〇
〇
千
円

　
　
税
四
、
六
五
三
千
円

国
民
年
金
の
積
立
金
は

　
　
村
の
中
央
水
道
施
設
（
上
）
や

　
　
村
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
右
下
）
、

　
　
又
、
南
保
育
所
の
施
設
（
下
）

な
ど
に
も
融
資
さ
れ
、
私
達
の
生
活

に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

不
動
産
取
得
税
の
改
正
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

　
住
宅
や
住
宅
用
土
地
を
取
得
し
た
場

合
の
不
動
産
取
得
税
の
軽
減
措
置
が
、

次
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

◎
新
築
住
宅
等
の
取
得
に
つ
い
て
は
、

床
面
積
が
百
六
十
五
平
方
メ
ー
ト
ル
以

下
で
、
か
つ
、
一
平
方
メ
ー
ト
ル
あ
た

り
の
価
格
（
固
定
資
産
評
価
基
準
に
基

づ
く
価
格
で
、
取
得
価
格
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
）
が
八
万
七
千
円
以
下
で
あ
る
も

の
の
み
適
用
さ
れ
ま
す
。

◎
中
古
住
宅
や
そ
の
土
地
の
取
得
に
つ

い
て
も
、
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
も

の
は
軽
減
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

◎
軽
減
措
置
を
受
け
る
た
め
に
は
、
取

得
の
日
か
ら
六
十
日
以
内
に
申
告
す
る

こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。
　
（
申
告

書
は
財
務
事
務
所
、
役
場
に
あ
り
ま
す
。
）

な
お
、
説
明
書
（
チ
ラ
シ
）
は
役
場
税

務
課
に
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
下
さ
い
。

詳
細
は
十
日
町
財
務
事
務
所
（
電
話
七

－
五
五
一
一
内
線
二
〇
四
）
へ
お
た
ず

ね
下
さ
い
。

青年講座が開かれます
　好きなコースにどうぞ！

．
と公

民
館
で
は
、

実
際
の
学
習
活
動

を
通
じ
て
教
養
を

深
め
あ
い
な
が
ら
、

青
年
の
仲
間
意
識

づ
く
り
と
自
己
啓

発
に
つ
と
め
る
こ

と
を
目
的
に
青
年

講
座
を
開
設
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　
七
月
三
日
午
後
七
時
半
か
ら
総
合
セ

ン
タ
ー
で
開
講
式
を
行
な
い
料
理
、
社

交
ダ
ン
ス
、
デ
ッ
サ
ン
の
三
コ
ー
ス
に

わ
か
れ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
学
習
計
画
を
作

成
。
こ
の
学
習
計
画
に
も
と
ず
い
て
、

七
月
九
日
か
ら
各
コ
ー
ス
講
師
を
交
え

て
五
～
六
回
の
学
習
を
重
ね
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
青
年
講
座
で
は
三
十
才
以
下
の
青
年

男
女
を
対
象
と
し
て
開
設
さ
れ
ま
す
の

で
仲
間
を
さ
そ
い
合
せ
て
参
加
し
て
下

さ
い
。
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